
2017 年 度 入 学 試 験 問 題

数　　学 （理系）

試 験 時 間 150 分

（注 意 事 項）

1. 試験開始の合図があるまで，問題冊子，解答紙の中を見てはいけません。

2. 問題冊子の中にはさみ込まれている解答紙は，5枚です。

3. 「始め」の合図があったら問題冊子のページ数と解答紙の番号を確認し，問
題冊子のページの落丁・乱丁や解答紙の不足等に気づいた場合は，手をあげ
て監督者に知らせなさい。

4. 解答を始める前に，各解答紙の 2箇所に受験番号を記入しなさい。受験番号
は，裏面の記入例にならって，マス目の中に丁寧に記入しなさい。

5. 解答はすべて解答紙のおもてに記入しなさい。小問があるときは，小問の番
号を明記して解答しなさい。解答紙のうらに解答を記入してはいけません。

6. この教科は，250点満点です。
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受験番号の記入例

A B D E G H I K L M P S T W Z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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数　　学　（理系）
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〔 1 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 1 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

定数 a > 0に対し，曲線 y = a tan xの 0 ≦ x < π
2
の部分をC1，曲線 y = sin 2x

の 0 ≦ x < π
2
の部分をC2とする。以下の問いに答えよ。

(1) C1とC2が原点以外に交点をもつための aの条件を求めよ。

(2) aが (1)の条件を満たすとき，原点以外の C1と C2の交点を Pとし，Pの x

座標を pとする。Pにおける C1と C2のそれぞれの接線が直交するとき，a

および cos 2pの値を求めよ。

(3) aが (2)で求めた値のとき，C1とC2で囲まれた図形の面積を求めよ。
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（下書き用紙）
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〔 2 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 2 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

2つの定数 a > 0および b > 0に対し，座標空間内の 4点を

A(a, 0, 0) , B (0, b, 0) , C (0, 0, 1) , D(a, b, 1)

と定める。以下の問いに答えよ。

(1) 点Aから線分CDにおろした垂線とCDの交点をGとする。Gの座標を a，
bを用いて表せ。

(2) さらに，点 Bから線分 CDにおろした垂線と CDの交点を Hとする。−→
AG

と−→
BHがなす角を θとするとき，cos θを a，bを用いて表せ。
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（下書き用紙）
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〔 3 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 3 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

初項 a1 = 1，公差 4の等差数列 {an}を考える。以下の問いに答えよ。

(1) {an}の初項から第 600項のうち，7の倍数である項の個数を求めよ。

(2) {an}の初項から第 600項のうち，72の倍数である項の個数を求めよ。

(3) 初項から第 n項までの積 a1a2 · · · anが 745の倍数となる最小の自然数 nを求
めよ。
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（下書き用紙）
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〔 4 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 4 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

赤玉 2個，青玉 1個，白玉 1個が入った袋が置かれた円形のテーブルの周りに
A，B，Cの 3人がこの順番で時計回りに着席している。3人のうち，ひとりが袋
から玉を 1個取り出し，色を確認したら袋にもどす操作を考える。1回目は Aが
玉を取り出し，次のルール (a)，(b)，(c)に従って勝者が決まるまで操作を繰り
返す。

(a) 赤玉を取り出したら，取り出した人を勝者とする。

(b) 青玉を取り出したら，次の回も同じ人が玉を取り出す。

(c) 白玉を取り出したら，取り出した人の左隣りの人が次の回に玉を取り出す。

A，B，Cの 3人がn回目に玉を取り出す確率をそれぞれ an, bn, cn (n = 1, 2, · · · )
とする。ただし，a1 = 1，b1 = c1 = 0である。以下の問いに答えよ。

(1) Aが 4回目に勝つ確率と 7回目に勝つ確率をそれぞれ求めよ。

(2) dn = an + bn + cn (n = 1, 2, · · · )とおくとき，dnを求めよ。

(3) 自然数 n ≧ 3に対し，an+1を an−2と nを用いて表せ。

B C

A
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（下書き用紙）

— 11 —



〔 5 〕　（配点 50 点）

この問題の解答は，解答紙 5 の定められた場所に記入しなさい。

［問題］

2つの複素数 α = 10000 + 10000iとw =

√
3
4

+ 1
4
iを用いて，複素数平面上の

点 Pn(zn)を zn = αwn (n = 1, 2, · · · )により定める。ただし，iは虚数単位を表
す。2と 3の常用対数を log10 2 = 0.301，log10 3 = 0.477として，以下の問いに答
えよ。

(1) znの絶対値 zn と偏角 arg znを求めよ。

(2) zn ≦ 1が成り立つ最小の自然数 nを求めよ。

(3) 下図のように，複素数平面上の△ABCは線分ABを斜辺とし，点C

(
i√
2

)
を一つの頂点とする直角二等辺三角形である。なお A，Bを表す複素数の
虚部は負であり，原点 Oと 2点 A，Bの距離はともに 1である。点 Pn が
△ABCの内部に含まれる最小の自然数 nを求めよ。
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（下書き用紙）
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（下書き用紙）
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